












当該地域において、NPO等の公益活動をおこなう団体組織に

対して、事業化に向けた資金的支援をおこなうことで、持続

可能な地域課題解決だけでなく新たな雇用創出につながり、

地域の活力が高まる。

地域活力を高め、地域の持続性を有した新

たなソーシャルビジネス・コミュニティビ

ジネスの創出。

地域課題解決の担い手の代表格ともいえる

NPO法人の中で、福祉制度や指定管理等以

外で財政規模が年間500万円以上の法人は

6%程度であり、休眠状態と思われる団体

が約24%となっている。

実行団体6団体が、ソーシャルビジネスも

しくはコミュニティビジネスに取り組み、

安定的な運営をおこなっている。

2025年3月

当該地域において、地域資源を所有する所有者の負担を軽減

できるよう、そしてその資源を利活用することで経済の循環

の輪の中に入れるようにする。

空き家や遊休農地、山林などを活用した地

域活力の強化事業を推進

奈良県内の休耕田の割合は46%（平成27年

度調査）

休耕田活用36.4ha、里山保全活動192か所

（平成28年度調査）

資源利活用に向けて、活動拠点を確保し、

建物についてはリフォーム、農地等につい

ては初期的な整備(資機材の購入、草刈

り、作業道の確保や間伐など）が完了す

る。

2023年3月

当該地域において、地域の自然資源や農林産物、伝統的な技

術等を活かした産品の再生または新たな開発、及び流通の仕

組みづくりを資金的に支援することにより、地元事業者が収

益性のある地元ブランドを獲得する。

生物多様性と生態系の保全と持続的な利用

につながるような新たな産品（農産物、ジ

ビエ、林産物、木材加工品等）の開発と流

通。

地域団体としての商標登録数12件（令和3

年10月末現在）

生物多様性や生態系の保全と持続的な利用

を軸とした新たな産品の開発と流通推進に

より、新たな地域ブランドが誕生し、奈良

まほろば館（東京）など都市部への流通が

実現している。

2025年3月

当該地域において、実行団体が研修・人材育成の場を創出す

ることにより、人材発掘や人材を呼び込む機会が地域に生ま

れる。

次世代につながる地域づくりに向けた新た

な担い手を育成する場の数

当該地域における人材育成の場が3件ある 人材育成のための整備された環境が倍増し

ている。

2025年3月

当該地域において、新たな教育メソッドを開発するための資

金的に支援することで、公教育に課題を抱える若年者が、自

分に合った学びの機会を得、その地域へ子育て世代の人口が

増える。

オルタナティブスクールなどの公教育以外

での学びの場が創出される

当該地域において、オルタナティブスクー

ルは0件、森のようちえんが1件ある。

多様な新しい学びの場が新たに創出され

る。

ESD教育を取り入れた公教育機関が誕生す

る。

2025年3月

(5)短期アウトカム(資金支援) 指標 初期値/初期状態 目標値/目標状態 目標達成時期

当該地域において、新しい公共サービスの創出を資金的支援

することにより、その地域が暮らしやすく持続可能になり、

移住者が増える。

当該地域に対する関係人口・交流人口の増

加と若返り化

観光客数（東部）281万人、（南部）474

万人※平成27年度調査

人口の若年者比率11.9%、高齢化率38.1%

※令和2年度調査

観光客数が増加し、比例してその経済効果

も年々伸びている状態。

若年者の移住・定住者の比率が増加してい

る。

2025年3月



当該地域において、有用な自然資源の掘り起こし、生物多様

性や生態系保全につながる農林業の運営支援と地域連携の構

築支援により、地域が一体となった魅力的な地域ブランドが

確立される。

生物多様性や生態系の保全と持続的な利用

を軸とした新たな産品（農産物、ジビエ、

林産物、木材加工品等）の開発と流通推進

の取り組みが、地域事業者と地域住民が一

体となって運営される地域連携の仕組みが

構築されている。

生物多様性や生態系の保全と持続的な利用

を軸とした新たな産品の開発と流通推進の

事業計画を、事業者が単独で活動を進めて

いる、又は一部の連携で運営されている、

或いはこれから活動を始めようとしている

状態。

生物多様性や生態系の保全と持続的な利用

を軸とした新たな産品の開発と流通推進の

取り組みが、行政・NPO等・地域活動・地

域学校協働活動等の年間活動計画として位

置づけられ、一部が試行されている状態。

2025年3月

当該地域において、新たな教育メソッドの開発に向けて

フィールドや人材・資源をつなぐことで、多様な学びの場が

実現し、公教育に課題を抱える若年者や自由な教育を求める

子育て世代の人口が増える。

当該地域の魅力を活かした教育フィールド

の開拓と教育プログラムのマニュアル化

知識偏重の教育の歪みを是正した「生きる

力」を基本とする教育方針の元で、幼稚園

を始めとして逐次、小学校、 中学校、高

等学校に新しい学習指導要領が適用される

ことにより、人の多様性への理解が緒につ

いた。

コミュニティスクールの一端として、教育

現場だけでなく、地域人材や資源に触れ合

うことで、五感を育む多様性を尊重した共

有可能な教育プログラムやツールを開発で

きている。

2025年3月

当該地域において、地域資源を経済基盤として利活用を促進

するための伴走支援をおこなうことで、所有者や地域の負担

を軽減させ、地域の活力を強化する。

現場を支える事務作業の担当者とスタッフ

が確保され、一定の企画力・広報力を有

し、参加者あるいは会員を少人数でも安定

して確保でき、季節に応じた活動を実施で

きる体制が整えられ、会費や参加費といっ

た収入を得られている。

一部の地域資源について地域住民や外部人

材によって掘り起こしや共有が行なわれ、

利活用方法について模索している。

地域資源の利活用を通じて、当初は年2回

程度のボランティア活動から始まった参加

者が自身の興味関心に応じてやがて企画運

営に取り組んでいく。それに伴い、活動数

や活動者数が増えていく。行事日でなくて

も拠点にやってきて、企画の準備や地域資

源の保全につながる作業に取り組んでい

る。

2025年3月

当該地域において、地域運営に関わる事業に対して伴走支援

することで、経営基盤を生み出すことにより事業に持続性が

生まれ地域が暮らしやすくなる。

地域住民が自分ごととして、人口減少と高

齢化問題を捉え、課題解決に向けて取り組

んでいること。

関係人口・交流人口に対する理解がまだ行

政だけのもので、地域全体の課題になって

いない。

地域の理解が生まれ、関わる住民及び提供

される家屋が増える。

2025年3月

当該地域において、人材育成プログラム・現場体験のコンテ

ンツサポートおよびコーディネートを行うことにより、多様

な分野での人材育成が実現し、育成後の人材の活躍の場が出

来る。

人材の育成と育成後の人材が活躍できる環

境が整備されていること。

中山間地域およびその周縁地域において、

人材育成が可能なフィールドが約40か所あ

るが、そのマッチングやコーディネーショ

ンに課題を抱えている。

まちづくり、環境、福祉、教育など、あら

ゆる分野における人材育成のコンテンツお

よびOJTのためのフィールドが整備されて

いる。

2025年3月

(6)短期アウトカム

(組織基盤強化・環境整備支援(非資金的支援))
指標 初期値/初期状態 目標値/目標状態 目標達成時期












